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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜患者様連絡事項＞

・向山　忠義様～昨日準夜より37.0℃台の発熱見られています。内科診察にて予測指示にて38.0℃以上の時は、アンヒバ坐薬(200)１個挿肛の指示あり。

・木村　義重様～便秘があり、シンラック液処方となっている。薬だけに頼らず軽い運動や腹部マッサージ、水分補給を促していきましょう。

・市川　真紀子様～咽頭痛、咳嗽、鼻汁訴え、風邪薬処方となっています。

　　　　　　　　　今後も風邪症状の観察をしていきましょう。現在、発熱無いため、無理をし

　　　　　　　　　ない程度にプログラムや作業の参加を促していきましょう。

・種市　久子様～福祉事務所と児童相談所のスタッフが3月29日14:00から本人と面談予定です。

　　　　　　　本人にも伝えてありますが、具体的な内容について不明ですので、当日面談前後に情報収集しましょう。

・金　康子様～病状が安定してきたとの事で、猪股先生の診察後、本人も了承すれば東AユニットからBユニットで転室予定です。

・木村　志美子様～血糖チェック３回/日（各食前30分前）の指示ありましたので忘れずに行なって下さい。血糖値が130mg/dl以下であればベイスン、ノボリンN中止の指示ありました。看護記録に服用、注射施行の有無について必ず残してください。指示受けにも忘れずに明記してください。ご家族が近いうちに退院をさせたいと話しています。主治医へ情報提供したところ面談なく希望があれば退院しても良いとの事。退院時処方忘れずにもらってください。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～咽頭痛、鼻汁の訴えあり、昨日は37.0℃台で経過し、最高で37.8℃となっています。クーリング・水分補給継続し、経過観察しています。本日、日勤帯37.2℃

　　　　　　　ありました。スタッフ対応は変わらず穏やかで神に関する発言も聞かれていません。褥瘡は表面は肉芽形成良好だが、浸出液多くなってきており、内部ポケットが深さ３cmです。臥床がちでもある為、容易に褥創が悪化、または新しく出来る可能性がありますので栄養状態の観察、時折、起きて頂くなど同一体位を取らないように声掛けしていきましょう。褥創が悪くなっている可能性がある為、皮膚科で診察して頂きましょう。

＜作業より１週間の報告・検討＞

・晴山　長司様～スリッパがないと作業のスリッパを履いてきていることがありました。作業のスリッパではないのか問うが、「自分で買ったのだ」と主張する為、本人のが見つかったら返却してくださいとの事。作業は、計算など集中して取り組めています。休憩を入れてやるよう促すが、すぐに忘れて再び作業に取り組んでいることがあります。他者との交流は問題なく持てているので継続して参加できるよう声掛けしていきましょう。

・小笠原　久年様～診察で作業の回数を減らして欲しいと希望していたとの事だが、本人へ作業スタッフが確認したが、「特に困っていることはない」と話しています。主治医から色んな物をやらせてみて経過を見る様指示がありました。興味のある作業がないと言っていた事から様々なものを提供していきます。

・川村　和則様～作業に参加するが、途中退席することが多い。余りしつこく促すと怒り出し周囲にも悪影響である為、様子を見ながら声掛けしましょう。まず、作業に参加することを目標にしていきましょう。

・鳴瀬　裕之様～落ち着きありませんが、難しい算数などに興味あり、集中されています。できたことを評価すると笑顔見られるので意欲を高める為、促していきましょう。

・種市　久子様～今週顔だけ出して途中退席する事が目立っています。出来るだけ短かい時間でも集中して参加できるように声掛けしていきましょう。

・寺地　利代子様～最近、落ち着いており、主治医が来ても追いかけて話しかける事はありません。弟様から、手紙や電話を拒否されており、「治宛に手紙は一切よこさないで欲しい」という内容の手紙が届いています。その事から病棟でも活気のなさが見られている事、ただし、話の内容にはまとまりがある事を病棟側から伝えています。

＜要観察患者様について＞

・木村　志美子様～血糖値が朝は高めですが、食事も取れないことがあり、日中の血糖値が低く、低血糖を起こす事が多いです。食事を取れないときは口当たりの良い果物などの間食も考慮に入れて栄養スタッフとも相談していきましょう。

　　　　　　　　　













